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学 位 論 文 要 旨 

     

Histological evaluation of lumbar spine changes in rats with collagen-induced 

arthritis 

（コラーゲン誘発関節炎ラットにおける腰椎変化の組織学的評価） 

 

 関節リウマチ(RA)は、四肢関節の滑膜炎を特徴とする疾患で、脊椎病変においては、腰

椎や胸椎病変は頚椎病変と比べて稀であると言われていたが、近年RA患者の70％以上に腰

椎病変を認めたとする報告もある。しかし、RAの腰椎病変を組織学的に検討した研究は少

ない。そこで本研究では、collagen-induced arthritis(CIA)ラットを用いてリウマチ性腰

椎病変を組織学的に検討することを目的とした。 

 

方 法 

 7か月齢のSprague-DawleyラットをCIA群(20匹)と対照群(5匹)にランダムに分けて検討

した。CIA群はタイプⅡコラーゲンを臀部に皮内注射して感作を行い、対照群には同量の生

理食塩水を注射した。感作後8週ですべてのラットを屠殺して、L5脊椎-L5/6椎間板-L6脊椎

を一塊として取り出し、Villaneuva bone染色液で染色を行った。その標本を正中矢状断で

カットし、椎体と椎間板の矢状面切片を作製した。残った左側の椎間関節を水平にカット

して、椎間関節の水平面切片を作製した。それらの切片の炎症細胞浸潤を顕微鏡で評価し

た。 

 

結 果 

 実験期間中にCIA群の2匹が死亡した。感作率は94％であった。CIA群において腰椎病変は

13/18匹(76％)に認め、それらは椎体前面の隅角と椎間関節に存在した。椎体前面の隅角の

みにリンパ球浸潤を認めたものが2匹、椎間関節のみにパンヌス浸潤を認めたものが4匹、

その両方に認めたものが7匹であった。椎体前面の隅角に病変があったもののなかには、破

骨細胞の浸潤によって空隙が形成され、その内部にリンパ球の浸潤を認めたものがあった。

対照群は特に組織学的異常所見を認めなかった。 

 

考 察 

 RAの脊椎病変は頚椎に多く生じるとされており、腰椎病変は稀であると報告されてきた。
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しかし、近年の報告ではRAの腰椎病変は70％以上の症例に存在することが明らかになって

きた。しかし、椎体にはRA病変の主座である滑膜組織は存在せず、どのような機序で炎症

が生じるのかはよくわかっていない。そこで本研究では、RAの腰椎病変を同一高位の椎体

間と椎間関節で組織学的に観察した。その結果、椎体前面の隅角にのみリンパ球の浸潤を

認めるものや、椎間関節のみにパンヌスを認めるものなどさまざまであった。したがって、

椎体前面隅角の病変は、今まで言われてきたような椎間関節障害による2次性の病変ではな

く、破骨細胞による骨皮質の浸食とリンパ球浸潤による付着部炎がRAにより生じているも

のと考えた。 

 

結 論 

 RAの動物モデルであるCIAラットを使用して、RAの腰椎病変を組織学的に調査した。RA

の腰椎病変は76％に認め、椎体前面隅角のみにリンパ球の浸潤を認めたものと、椎間関節

のみにパンヌスを認めたものが存在した。このことからRAの椎体間病変は、椎間関節障害

による椎体間不安定性に起因せず、RAそのものによって炎症が起きていることが示唆され

た。 

 


